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●三県連携による共同開発

　平成 19 年度に採択された本事業は、「陶磁器製造技術を活用した機能性食器・照明具の研究開発」 をテー

マに２ヶ年の研究期間で、 長崎県窯業技術センター、 佐賀県窯業技術センター及び熊本県産業技術センター

の三県の公設試験研究機関と、 各県の企業を含めた６機関が連携しながら共同研究を推進しています。

　その中で当センターでは、 波佐見の （株） 中善とともに、 透光性のよい照明具の開発に取り組んでいます。

これは、 熊本県より産出される天草低火度陶石を主原料に、 長石や

カオリンなどを配合した新規な透光性のある陶土を開発し、 この陶土

を利用して照明具 （シェードの部分） の試作を行っています。 試作し

た照明具の透光性は、 厚みが３ mm 程度で透過率が４％を目標に取

り組んでおり、 現在のところ、 試作品はほぼ目標の透過率に達しつ

つある状況です。

　今年度が、 研究開発の最終年度であり、 開発した新陶土で制作し

た陶磁器製のシェードに、 光源やコード類の必要部材を組み合わせ

た照明具を、 平成 21 年２月に東京で開催される 「ホテルレストラン

ショー」 に出展を予定しています。

（陶磁器科　河野）

　本事業は、 平成 19 年度に事業計画が認定され、 平成 20 年度地域資源売

れる商品づくり支援事業に 「三川内焼のルーツである平戸焼再興による “NEO-

MIKAWACHI” 開発事業」 として採択されたもので、 長崎県における鉱工業品

及びその生産技術に類型されるの地域資源の中のひとつである三川内焼を用

いて、 三川内焼のルーツである 「平戸焼」 の高い技術と芸術性の再興と、 三

川内焼の新たな市場の開拓を目指しています。

　これは、 伝統技法と現代技法を融合させ、 高級陶磁器製品の復興 ・ 展開を

図る陶土の開発や、 過去の高度な装飾技術を現代技術によみがえらせるべく

浮きあげの技法、 貼り付けの技法、 江戸 ・ 明治初期の染付技法の再現を目

指しており、 これらの技術を取り入れた新しい陶磁器製品として、 平戸焼の再

興品 「NEO-MIKAWACHI」 の製作を行おうとするものです。 そして手作りならで

はの個性のあるものや、 使いやすさなどの機能性を追求した付加価値のある

商品開発を行っていく予定であり、 窯業技術センターでは陶土の評価とその陶

土を使用した作品の評価試験などを支援しています。

（陶磁器科　河野） ●牡丹盛絵花瓶（明治：嘉泉窯作）

●染付獅子文龍巻花瓶（幕末）

三川内焼では地域産業資源活用事業計画に陶磁器工業協同組合の事業が採択されました

熊本県、 佐賀県、 長崎県の３県共同研究事業が 「地域資源活用型研究開発事業」 に採択されました








